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1 Fa- 8　　栄養・食生活・摂食状況と低体重児出産との関連に関する研究（Ｈ）

津田淑江＊、○山田正子＊、大家千恵子*＊ 小寺俊子*3

（＊共立女子短大、＊＊東京文化短大*3 雪印乳業）

（目的）全国的に全出生者数は平成元年から平成10 年までに減 少する中、低体重児出

生は増加し、一昨年は過去10 年で、低体重 児の出産が最多記録 をしたことが報告され

ている。演者らは、低体重児、正常体重児を出産した産婦の、妊娠前過去一年間の食物

摂取頻度を調査し、栄養摂取量の算出を行った結果、エネルギー、蛋白質、カルシウム

の栄養所要量に対する充足率が8  0 ％以下の人の割合は低体重児出産婦に高い傾向が見

られ、またBMI19.5 以下の値を示す人の割合 も高かいことを明らかにし 、日本調理科

学会平成12 年度大会で発表した。本研究ではさらに低体重児出産女性に焦点を当て、

非妊時の食生活や生活習慣と低体重児出生との関連を調査分析し、現在の食生活の問題

点を浮きぼりにする事を目的とした。（方法）対象は国立岡山病院小児医療センター内

で正常体重児、低体重児、態度などの食行動パターンについての食生活に関するアンケー

ト調査を行い、栄養摂取量の算出、食行動パターンの因子分析を通してその相違点を解

析した。（結果）正常体重児出産女性の栄養摂取量はエネルギー1714Kcal 、蛋白質

58g 、脂質5  6  g 、低体重児出産女性ではエネルギー1549Kcal 、蛋白質52g 、脂質

53g であり、いずれも5 ％の危険率で有意に低体重児出産女性の方が低かった。低体重

児の週令 におよぽす諸要因を回帰分析で行ったところ、重相関 係数0.996 の回帰式を

得ることが出来た。要因としては、子供の体重、母親の年令、母親のタンパク質充足率、

好き嫌い、カルシウム充足率、スナック菓子の摂取などが影響を与えることがわかった。

I Fa- 9　　　　 男女高齢者の骨 強度と生活要因の関連( 第２報)

○上山。恵子＊、坂 本 裕子＊＊、三好 正満＊

(＊奈 良女大、＊＊龍谷大短 大部)

【目的】高齢者の寝たきりの原因の一つに、骨粗燃症等による骨折が挙げられる。今回我々
は、地域に在住する男性及び女性高齢者を対象に、骨強度と生活要因の関連を調査し、生活

習慣の違いによって影響される関連因子の男女間における差異について検討した。【方法】

2000 年９月、奈良市内に在住する、日常生活が自立している60 歳以上の男女192  名を対
象に実施した。調査内容は、超音波測定装置を用いた鍾骨の骨強度(stiffness)及びインピー

ダンス法による体脂肪率の測定と、体格、身体状況、食生活･運動等の日常生活習慣、家事･

社会活動の内容･時間等について聞き取り調査を行なった。解析には性別と年齢による影響

を少なくする為、同性･同年齢健常者におけるstiffness の平均比較値であるAge Matched
stiffness (%)( 以下AM 値)を用い、男･女群及びＡＭ 値の上･下位群における特徴を分析し

た。【結果】男性のＡＭ 値の平均は94.0 ±16.0(n=53)､ 女性は91.6 ±12.7(n=139) であった。

AM 値と有意に相関を示した項目は、社会活動時間項目(男性群)、体格･家事時間･肉及び豆
腐摂取頻度(女性群)であった。次に ＡＭ 値100  以上を上位群､99  Jil,下を下位群とし、ｔ検定

とカイ２乗検定を用いて上･下位群を比較した結果、男性では社会活動時間で、女性では体

格･牛乳･乳製品･家事時間等で有意差がみられた。さらに生活要因の特徴を総合的に検討す
る為､･各ノンパラメ下リック項目に得点を与え､数量項目と共に規準化し、全項目を10 グル

ープに集約し比較した。男性では社会活動時間･日常活動･運動等、身体活動を主とするグル

ープ項目において上位群の得点が高かった。女性ではそれらに加え、牛乳･乳製品･その他食
品等、栄養摂取に関連する項目でも高い得点が得られ、男女間の要因の違いが明確になった。
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